
ポテトスピンドルチューバーウイロイドとは

１．被害
ポテトスピンドルチューバーウイロイド（ ：Potato spindle tuber viroid

PSTVd）は、主にばれいしょやトマトなどの多くのナス科植物に感染し、株の矮
化、果実の小型化や着果不良などによる収穫量の減少などの被害を与えることが
報告されている。

２．発生国
中国、インド、米国、ポーランド、ロシア など

３．宿主植物
（１）自然感染が報告されている植物

ばれいしょ、トマト、ピーマン、トウガラシ、ペピーノ、アボカド（クスノ
キ科 、ツルハナナス、ペチュニア、キダチチョウセンアサガオ、コダチチョ）
ウセンアサガオ、シマホオズキ など

ダリアへの感染は、2010年2月に世界で初めて山梨県で確認された。
（２）接種試験で感染が確認されている植物

タバコ、ビロードサンシチ（キク科） など

４．症状
ばれいしょやトマトでは、頂葉の葉巻、黄化、縮葉、葉脈及び茎部のえそ、株

の萎縮、収穫量の減少などの症状が報告されている。
現在のところ、国内で感染が確認されたダリアでは、明瞭な症状は報告されて

いない。

５．伝搬方法
・芽欠きなどの作業において使用したナイフなどを介し、感染植物から機械的接

触感染
・感染種子や感染植物の移動 など

６．防除方法
・健全な種子や苗などを使用
・感染植物の早期抜き取り
・栽培管理に使用する器具等の消毒、衛生管理 など

（ ）PSTVdを感染させた植物の症状 トマトの例

<左：健全苗、右：罹病苗>

（写真提供：中央農業総合研究センター）

（注）このウイロイドの正式な和名は決定されていませんので、正式な学名である
「 」の音訳である「ポテトスピンドルチューバPotato spindle tuber viroid
ーウイロイド」を用いました。


